
　
2
0
1
6
年
度
の
最
低
賃
金
は
、前
年
度
比
25
円
増
の
時

給
8
2
3
円
と
な
り
、比
較
可
能
な
02
年
以
降
で
最
大
の
引

き
上
げ
幅
で
あ
っ
た
。た
だ
し
、日
本
の
実
質
最
低
賃
金
を

O
E
C
D
諸
国
と
比
較
す
る
と
、先
進
国
で
は
最
低
レ
ベ
ル
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、そ
の
引
き
上
げ
余
地
は
ま
だ
大
き
い（
図
）。

安
倍
政
権
は
、消
費
喚
起
や
低
所
得
者
の
生
活
水
準
向
上
の
た

め
に
引
き
上
げ
を
続
け
る
方
針
で
あ
り
、年
率
3
％
の
上
昇
を

目
安
に
1
，0
0
0
円
ま
で
の
引
き
上
げ
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
最
低
賃
金
引
き
上
げ
は
、単
独
で
の
経
済
効
果
は
小
さ
い
。

し
か
し
、ほ
か
の
政
策
や
企
業
努
力
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

日
本
の
成
長
力
引
き
上
げ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
だ
。短
期

的
に
は
、最
低
賃
金
近
傍
で
働
く
人
の
所
得
増
加
に
加
え
、

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
就
労
意
欲
が
上
昇
し
、労
働
参
加
を

促
す
。企
業
に
と
っ
て
は
収
益
圧
迫
要
因
と
な
り
、雇
用
が
削

減
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
伴
う
も
の
の
、①
労
働
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
、②
再
就
職
や
転
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、③
労
働
時
間
を

歪
め
る
社
会
保
障
制
度・税
制
の
見
直
し
、④
待
機
児
童
問
題

の
解
消
な
ど
、ほ
か
の
政
策
と
の
合
わ
せ
技
で
、最
低
賃
金
引

き
上
げ
の
政
策
的
メ
リ
ッ
ト
が
最
大
化
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
中
長
期
的
に
は
、最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
よ
り
、収

益
圧
迫
を
跳
ね
返
す
た
め
の
企
業
努
力
が
、サ
ー
ビ
ス
業
を
中

心
に
低
位
に
と
ど
ま
る
日
本
の
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
る
効
果

が
期
待
で
き
る
。O
E
C
D（
2
0
0
7
）に
よ
る
と
、賃
金
の

中
央
値
に
対
す
る
最
低
賃
金
の
比
率
が
10
%
ポ
イ
ン
ト
上
昇

す
る
と
、長
期
の
生
産
性
の
伸
び
が
2
%
ポ
イ
ン
ト
程
度
押
し

上
げ
ら
れ
る（
※
1
）。

　
企
業
は
、収
益
圧
迫
を
短
期
的
な
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
で
対
応
す

る
の
で
は
な
く
、価
格
転
嫁
を
可
能
に
す
る
新
た
な
付
加
価

値
創
造
を
目
指
す
長
期
的
な
視
点
が
重
要
だ
。例
え
ば
、

I
C
T
を
活
用
し
顧
客
デ
ー
タ
や
P
O
S
デ
ー
タ
を
解
析
す

る
こ
と
で
、消
費
者
の
潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
し
、付
加
価
値

の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
も
効
果
的
で
あ
る
。

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、①
人
的
資
本
の
強
化
や
就
業

促
進
な
ど
の
取
り
組
み
、②
新
た
な
付
加
価
値
創
造
を
目
指
す

企
業
努
力
、と
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、日
本
経
済
の

持
続
的
成
長
を
実
現
す
る
重
要
な
ピ
ー
ス
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
※
1
）O
E
C
D
11
カ
国（
ベ
ル
ギ
ー
、カ
ナ
ダ
、フ
ラ
ン
ス
、ギ
リ
シ
ャ
、ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、日
本
、オ
ラ
ン
ダ
、ポ
ル
ト
ガ
ル
、ス
ペ
イ
ン
、イ
ギ
リ
ス
、ア

メ
リ
カ
）の
デ
ー
タ
を
用
い
た
推
計
。推
計
期
間
は
、1
9
7
9
〜

2
0
0
3
年
。

【日本経済】

政策・経済研究センター　米良 有加

MRI MONTHLY REVIEW

●政府は、消費喚起などを目的に最低賃金を時給1,000円まで引き上げる方針。

●政策効果を最大限に引き出すためには、就業促進策などとの組み合わせが必要。

●中長期的には、付加価値創造への企業努力を促し持続的成長につながる。

［図］実質最低賃金のOECD諸国比較

出所：三菱総合研究所

最低賃金引き上げの経済効果

●2015年実質最低賃金
●最低賃金／賃金の中央値（右軸）
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アルベルト・シュバイツァー
Albert Schweitzer

哲学者、神学者、医者
1875～1965
代表作： 『生命への畏敬』

profile No.8

(c)Courtesy Everett Collection/amanaimages

名 言

成功は幸せの鍵ではない。幸せが成功の鍵だ。
もし自分のしていることが大好きなら、あなたは成功する。
Success is not the key to happiness. Happiness is the key to success.
If you love what you are doing, you will be successful.
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